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(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

   現時点では、平成23年３月期の配当予想額は未定であります。 

      

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 422,581 △6.3 △1,149 － △3,972 － △2,116 －

22年３月期第３四半期 450,790 △44.5 △3,806 － △5,636 － △8,370 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △27 41 －

22年３月期第３四半期 △108 40 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 353,698 88,036 24.8 1,138 ８

22年３月期 376,238 91,344 24.2 1,179 96

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 87,880百万円 22年３月期 91,114百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00

23年３月期 － 0 00 －

23年３月期(予想) － －

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 564,500 △5.1 200 － △600 － 1,200 － 15 54

fujita.a
新規スタンプ



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

１.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

２.平成23年３月期の配当につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業環境の推

移や市況の見通しを勘案の上、開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 78,183,677株 22年３月期 78,183,677株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 966,016株 22年３月期 965,903株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 77,217,729株 22年３月期３Ｑ 77,217,779株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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［概況］ 

当第３四半期連結累計期間におけるドバイ原油価格は、期初の１バレルあたり80ドル台の水準から、

欧州危機による金融市場の動揺により、５月には一時70ドルを割り込む水準まで下落しました。その後

は、概ね70～80ドルのレンジで推移しましたが、11月以降、米国の金融緩和策による投資資金流入の影

響等により上昇し、12月下旬には90ドルを超える水準となりました。この結果、期中平均では約79ドル

となりました。 

また、円の対米ドル相場は、期初は93円台の水準でありましたが、10月末から11月初めに80円台を記

録するまでほぼ一貫して円高基調が続きました。その後、期末では81円台となり、この結果、期中平均

は約87円となりました。 

こうした状況のもと、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は4,225億81百万円（前年同期比

6.3％減）、営業損失は11億49百万円（前年同期は営業損失38億６百万円）、経常損失は39億72百万円

（前年同期は経常損失56億36百万円）、四半期純損失は21億16百万円（前年同期は四半期純損失83億70

百万円）となりました。 
  

［セグメント別概況］ 

石油上流事業（石油・ガス開発／販売事業） 

アラビア石油㈱は、クウェイト石油公社との長期原油売買契約に基づき、日量40.2千バレルの原油を

販売しました。同社の子会社であるNorske AEDC ASはノルウェー領北海のギダ油田(５％権益保有）に

おいて原油の生産を行っており、日量0.2千バレルの権益原油を販売しました。 

一方、再開発案件であるノルウェー領北海のイメ油田（10％権益保有）では、開発作業が進行中であ

り、生産開始は平成23年年央以降になるものと見込まれております。また、アラビア石油㈱は、エジプ

ト・スエズ湾ノースウェスト・オクトーバー鉱区（50％権益保有）においてオペレーターとして開発作

業を引き続き進めております。 

石油上流事業の売上高は、原油価格は上昇したものの、販売量の減少及び円高の影響などにより前年

同期に比して918億94百万円の減収となる737億14百万円、セグメント損失は、新華南石油開発㈱の石油

契約終了による影響、為替差損の拡大等により48億１百万円となりました。 
  

石油下流事業（石油精製／販売事業） 

当第３四半期連結累計期間における富士石油㈱袖ケ浦製油所の原油処理量は5,825千KL(前年同期比

1,252千KLの増加）となり、同社による石油製品及び石油化学製品等の販売数量は5,906千KL（前年同期

比709千KLの増加）となりました。 

なお、同社は、袖ケ浦製油所に保有する第１常圧蒸留装置（原油処理能力 日量52,000バレル）につ

き、石油の備蓄の確保等に関する法律第23条２項の規定により、11月１日付で削減・廃棄することを経

済産業省に届け出ました。これにより、同社の原油処理能力は、日量140,000バレルとなりました。 

石油下流事業の売上高は、大規模定期修理の行われた前年同期に比べ販売量が増加し、販売価格も上

昇したことなどにより、前年同期に比して636億84百万円増収の3,488億66百万円となりましたが、在庫

影響などにより７億75百万円のセグメント利益となりました。 
  

流動資産は、前連結会計年度末比37億17百万円減少の1,844億46百万円となりました。主因はたな卸

資産の増加96億44百万円に対し、対象数量の減少等による受取手形及び売掛金の減少67億32百万円、そ

の他流動資産の減少29億９百万円、現金及び預金の減少22億99百万円であります。 

 固定資産は、前連結会計年度末比188億21百万円減少の1,692億51百万円となりました。主因は有形固

定資産の減少64億18百万円、長期貸付金の減少118億８百万円であります。 

 流動負債は、前連結会計年度末比49億96百万円減少の1,939億66百万円となりました。主因は買掛金

の増加152億55百万円に対し、短期借入金の減少177億77百万円や一年内返済予定の長期借入金の減少34

億72百万円であります。 

 固定負債は、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末比142億34百万円減少の716億95百万円と

なりました。 

 純資産合計は当四半期純損失の計上などにより、前連結会計年度末比33億８百万円減少の880億36百

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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万円となりました。  

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当四半期末における現金及び現金同等物の残高は152億38百万円となり、前連結会計年度末に比して

24億43百万円の減少となりました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、268億61百万円の収入となりました。これは、仕入債務の増

加152億55百万円や減価償却費106億26百万円などによります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、44億41百万円の収入となりました。主因は、有形固定資産の

取得による支出54億65百万円に対し、貸付金の回収による収入110億50百万円であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、325億11百万円の支出となりました。これは主に、短期借入

金の減少177億61百万円、長期借入金の返済による支出160億10百万円によるものであります。 
  

前回予想（平成22年11月９日発表）以降の原油価格及び為替レート変動等を勘案し、通期の業績予想

を修正します。 

 原油価格（ドバイ原油）を第４四半期90ドル（通期平均82ドル）、為替レートを第４四半期83円（通

期平均86円）と想定し、売上高は、主に原油価格上昇の影響により増収となり、5,645億円となる見通

しであります。 

 石油製品及び石油化学製品市況は堅調に推移すると見込んでおり、営業利益は２億円、経常損失は６

億円、当期純利益は12億円となる見通しです。 

 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。実際の業績は、様々

な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

詳細につきましては、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 

（棚卸資産の評価方法） 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法）  

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に

経営環境等に著しい変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合

には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい

変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
  

（資産除去債務に関する会計基準） 

「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去

債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を、第１

四半期連結会計期間から適用しています。これによる営業損失及び経常損失への影響は軽微です

が、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額として特別損失に63百万円を計上しています。 

  

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,001 17,300

受取手形及び売掛金 76,181 82,913

有価証券 251 395

たな卸資産 78,881 69,236

未収入金 1,899 3,241

繰延税金資産 966 901

その他 11,264 14,174

流動資産合計 184,446 188,164

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 27,351 25,459

油槽（純額） 1,894 1,945

機械装置及び運搬具（純額） 48,042 56,335

土地 51,306 51,306

建設仮勘定 432 410

その他（純額） 316 304

有形固定資産合計 129,343 135,762

無形固定資産

ソフトウエア 1,706 2,019

その他 40 45

無形固定資産合計 1,746 2,064

投資その他の資産

投資有価証券 12,269 12,795

長期貸付金 13,470 25,279

長期預金 6,659 6,823

探鉱開発投資勘定 3,675 4,020

その他 2,485 1,728

貸倒引当金 △400 △400

投資その他の資産合計 38,161 50,246

固定資産合計 169,251 188,073

資産合計 353,698 376,238
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 44,026 28,770

短期借入金 103,108 120,886

1年内返済予定の長期借入金 15,196 18,669

未払金 12,393 10,326

未払揮発油税 15,060 16,061

未払法人税等 813 933

貸付契約関連費用引当金 315 465

その他 3,051 2,849

流動負債合計 193,966 198,963

固定負債

長期借入金 51,857 67,191

繰延税金負債 11,949 11,526

退職給付引当金 3,636 3,710

役員退職慰労引当金 232 199

特別修繕引当金 1,959 1,772

修繕引当金 968 387

貸付契約関連費用引当金 257 538

その他 835 603

固定負債合計 71,695 85,930

負債合計 265,662 284,893

純資産の部

株主資本

資本金 24,467 24,467

資本剰余金 57,679 57,679

利益剰余金 10,940 13,057

自己株式 △1,239 △1,239

株主資本合計 91,848 93,964

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 276 403

繰延ヘッジ損益 △2 △17

土地再評価差額金 2 2

為替換算調整勘定 △4,244 △3,239

評価・換算差額等合計 △3,968 △2,850

少数株主持分 155 230

純資産合計 88,036 91,344

負債純資産合計 353,698 376,238
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 450,790 422,581

売上原価 449,476 418,840

売上総利益 1,314 3,740

探鉱費 1,300 1,142

販売費及び一般管理費 3,820 3,747

営業損失（△） △3,806 △1,149

営業外収益

受取利息 532 151

受取配当金 35 555

持分法による投資利益 55 906

その他 412 494

営業外収益合計 1,036 2,107

営業外費用

支払利息 1,931 2,043

為替差損 599 2,432

その他 335 455

営業外費用合計 2,866 4,931

経常損失（△） △5,636 △3,972

特別利益

退職給付引当金戻入額 14 －

固定資産売却益 － 1

投資有価証券売却益 － 30

特別利益合計 14 31

特別損失

固定資産除却損 587 51

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 63

特別損失合計 587 114

税金等調整前四半期純損失（△） △6,209 △4,056

法人税、住民税及び事業税 59 △843

法人税等調整額 1,999 △1,111

法人税等合計 2,059 △1,955

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,101

少数株主利益 100 15

四半期純損失（△） △8,370 △2,116
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △6,209 △4,056

減価償却費 9,369 10,626

修繕引当金の増減額（△は減少） △5,177 580

退職給付引当金の増減額（△は減少） △267 △74

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11 －

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 90 186

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 33

貸付関連費用引当金の増減額(△は減少) △602 △432

受取利息及び受取配当金 △567 △706

支払利息 1,931 2,043

持分法による投資損益（△は益） △55 △906

固定資産除却損 587 51

固定資産売却益 － △1

投資有価証券売却損益（△は益） － △30

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 63

売上債権の増減額（△は増加） △27,556 6,720

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,708 △9,645

仕入債務の増減額（△は減少） 5,288 15,255

未払揮発油税の増減額（△は減少） 3,524 △1,001

その他 999 8,756

小計 △31,357 27,463

利息及び配当金の受取額 1,033 1,128

利息の支払額 △2,303 △2,144

法人税等の支払額 △897 △233

法人税等の還付額 1,664 647

営業活動によるキャッシュ・フロー △31,860 26,861

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △13,673 △13,475

定期預金の払戻による収入 13,673 13,475

投資有価証券の取得による支出 △10 －

有価証券の取得による支出 － △1

有価証券の売却による収入 － 34

有形固定資産の取得による支出 △17,342 △5,465

有形固定資産の売却による収入 － 1

無形固定資産の取得による支出 △1,643 △135

貸付けによる支出 － △300

貸付金の回収による収入 14,148 11,050

探鉱開発投資勘定の支出 21 △741

その他 △87 0
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,914 4,441

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 43,339 △17,761

長期借入れによる収入 14,800 1,400

長期借入金の返済による支出 △19,856 △16,010

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △1,157 △3

少数株主への配当金の支払額 △396 △90

その他 － △46

財務活動によるキャッシュ・フロー 36,729 △32,511

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △1,234

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △40 △2,443

現金及び現金同等物の期首残高 28,790 17,682

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,749 15,238
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 事業区分の方法 

  事業の形態・製品の種類を考慮して区分している。 

２ 各事業区分の主要な製品 

  石油・ガス開発／販売事業  ：天然ガス、天然ガス液、原油 

  石油精製／販売事業     ：原油、石油製品(ガソリン、ナフサほか)、原油・石油製品等の輸送 
３ 追加情報 

新華南石油開発㈱の生産物分与契約終了 
  アラビア石油㈱の子会社である新華南石油開発㈱は、中国海洋石油総公司と生産物分与契約を締結し、中
国南シナ海の陸豊(Lufeng)13-1油田において生産を行っていたが、当該契約は同油田の生産期間満了により
平成21年２月22日に終了した。なお同社の業績は石油・ガス開発／販売事業セグメントに含まれているが、
当第３四半期連結累計期間における売上高は540百万円、営業利益は282百万円である。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 所在地は販売元を基準にしている。 

２ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

３ 本邦以外の区分に属する国又は地域 

(1) アジア……シンガポール、中国 

(2) 欧州………ノルウェー 

４ 追加情報 

新華南石油開発㈱の生産物分与契約終了 

  アラビア石油㈱の子会社である新華南石油開発㈱は、中国海洋石油総公司と生産物分与契約を締結し、中

国南シナ海の陸豊(Lufeng)13-1油田において生産を行っていたが、当該契約は同油田の生産期間満了により

平成21年２月22日に終了した。なお同社の業績は所在地セグメント「アジア」に含まれているが、当第３四

半期連結累計期間における売上高は540百万円、営業利益は282百万円である。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

石油・ガス 
開発／販売 

事業 
(百万円)

石油精製／
販売事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

165,608 285,182 450,790 ― 450,790

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 165,608 285,182 450,790 ― 450,790

営業損失(△) △2,522 △1,265 △3,787 △18 △3,806

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

438,215 12,348 227 450,790 ― 450,790

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

9,572 194,242 533 204,349 △204,349 ―

計 447,787 206,591 761 655,140 △204,349 450,790

営業損失(△) △1,753 △506 △1,480 △3,740 △65 △3,806
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前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……韓国、シンガポール 

 (2) その他……イギリス 

３ 海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

  (追加情報) 

  第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第 

  17号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会 

  計基準適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用している。 

  

１. 報告セグメントの概要 

   当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手 

    可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために定期的に検討を行う 

   対象となっているものである。 

      当社グループは、アラビア石油㈱を中心とする石油上流事業である「石油・ガス開発／販売事 

   業」と、富士石油㈱を中心とする石油下流事業である「石油精製／販売事業」の２つを報告セグ 

   メントとしている。 

     「石油・ガス開発／販売事業」は石油及びガスの発見・採掘・販売が、「石油精製／販売 

  事業」は石油及び石油製品の輸送・精製・販売が主な業務である。 

  

【海外売上高】

アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 116,110 761 116,871

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― 450,790

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

25.76 0.17 25.93

【セグメント情報】
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２.  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
  (注)１   セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額52百万円には、セグメント間取引消去

△631百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用578百万円が含まれている。  

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２   セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整

を行っている。 

  

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はない。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

  該当事項はない。 

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額(注)２石油・ガス

開発／販売事業
石油精製

／販売事業
計

売上高

  外部顧客への売上高 73,714 348,866 422,581 ― 422,581

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 73,714 348,866 422,581 ― 422,581

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

△4,801 775 △4,025 52 △3,972

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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